
会 告

一般社団法人日本形成外科学会専門医資格更新審査についての公示

2025 年�月 20 日

一般社団法人 日本形成外科学会

専門医生涯教育委員会

委員長 今井 啓道

日本形成外科学会は，2025 年度専門医資格更新審査を形成外科領域専門医制度専門医生涯教育細則に基

づき，下記の要領で実施いたします。

なお，専門医資格更新のための学術研修会の各点数・単位等は形成外科領域専門医制度専門医生涯教育細

則の別表に記載されております。

�．専門医資格更新審査申請が必要な方

本年度専門医資格更新審査申請が必要な方は以下となります。

ａ）2021 年�月�日に専門医更新を行った者

ｂ）2021 年�月�日に専門医資格を取得した者（専門医番号の上二桁が 20 の者）

ｃ）その他下記ｃ）の内容に該当する者

なお，詳細は形成外科領域専門医制度専門医生涯教育細則をご確認ください。

ａ）【2021 年�月�日専門医資格更新者】

（�度目・�度目・�度目・�度目・�度目の更新対象者）・敬称略

青 雅一 青木 一浩 青木 久尚 青木麻利江 青柳 和也 青山 浩子

赤石 諭史 赤澤 聡 浅倉 辰則 浅野 隆之 浅野 武雄 淺野 裕子

足立 英子 後村 大祐 阿部 周策 安倍 徳寿 安倍 弥生 天方 將人

天羽 健一 新垣 実 有川 公三 有川 理紗 飯田 拓也 飯田 秀夫

飯塚 文子 飯村 剛史 井口 聖一 池上みのり 池田 博生 池田 正起

池田 実香 池野屋慎太郎 石井 直弘 石井 通雄 石川 勝也 石川 博彦

石瀬 久子 石田 勝大 石田 裕之 石山誠一郎 泉 憲 磯貝 典孝

井田夕紀子 市堀 涼子 糸井由里恵 伊藤 謹民 伊藤 蘭 稲次 圭

井上 牧子 井上 裕子 井上 義治 今井龍太郎 今泉 りさ 入谷 英里

岩井 謙治 岩井 麻希 岩尾 敦彦 岩倉 敬 岩坂 督 岩科 裕己

岩谷 博篤 岩垂 鈴香 上野 紫穂 上原 幸 上村由美子 内田 崇之

内田日奈子 内田 悦弘 内山 英祐 馬詰 真以 梅川 浩平 梅澤 和也

梅本 泰孝 江尻 浩隆 戎谷 昭吾 江良 幸三 大井 宏実 大石 正雄

大内 邦枝 大木 琴美 大口 春雄 大河内真之 大﨑 健夫 大澤 昌之

太田 茂男 太田 正佳 大竹登志江 大谷 博 大塚 靖 大西 文夫

大野健太郎 大野 由実 大野 義幸 大場 教弘 大場天祐子 大原 鐘敏

大原 博敏 岡田 厚夫 岡野 純子 岡村 愛 小川 智子 沖 正直

荻野 晶弘 奥村 興 奥村 仁 小澤 俊幸 落合 博子 鬼塚 圭子

小野田 聡 小山 麻衣 海江田一也 垣淵 正男 鍵本慎太郎 葛西健一郎

笠井 昭吾 柏木 慎也 春日 麗 風戸 孝夫 片上佐和子 勝部 元紀
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加藤 愛子 加藤 慎二 加藤 一 加藤晴之輔 加藤 正也 加藤 基

門倉真里奈 門田 聡 門平 充弘 金子 繭子 亀山 誠 川井 啓太

川勝 基久 川上 善久 川北 育子 川浪 和子 川端 明子 川満 邦子

菅 剛史 神崎 温子 岸本 英明 北野 新弓 北吉 光 木下 淳

木股 完仁 木村幸志伊 木矢孝一郎 桐生 有紀 桐田 美帆 金城 紅子

日下部素子 楠瀨 恵 楠原 廣久 工藤 聡 工藤 信 工藤 英樹

國井 健太 久野 鮎子 久保 盾貴 久保田賢子 倉地 功 栗原 幸司

栗原 卓也 栗山 元根 黒岡 定浩 桑江 克樹 桒水流健二 桒原 征宏

見目 和崇 幸島 究 髙地 崇 鴻池奈津子 古賀 憲幸 古賀 康史

古賀祐季子 木暮 鉄邦 河之口大輔 小林 公一 小林 眞司 小林 正大

小松 磨史 小南ちひろ 小室 明人 小室 裕造 菰田 拓之 古元 将和

呉屋 圭一 五来 克也 権田 綾子 近藤 謙司 蔡 顯真 齋藤 亮

齊藤 晋 齋藤 拓也 齋藤 有 齊藤 伸子 齋藤 典子 齊藤真喜子

酒井 邦夫 境 隆博 榊原 俊介 坂原 大亮 坂村 律生 佐久間 恒

櫻井 敦 櫻井 裕之 佐々木 了 佐々木健志 佐治 智子 佐藤 兼重

佐藤 孝道 佐藤 宗範 佐藤 良康 真田 武彦 佐野 和史 佐野 孝治

佐野 成一 沢辺 一馬 澤本 尚哉 塩崎 正崇 七戸 龍司 篠田 明彦

篠田 大介 篠原 洋 芝岡 美枝 柴田 健了 柴田 智一 渋谷 偉織

島田 和樹 清水 調 清水 雄介 庄司 未樹 白武 靖久 新開 知子

新保 慶輔 杉尾 勇太 杉田 直哉 杉野 博崇 杉原 佳奈 杉原 司

杉本 貴子 杉本 庸 鈴木 茉友 鈴木 義久 鷲見 友紀 角谷 徳芳

清家 卓也 清野 広人 関谷 秀一 瀬﨑晃一郎 仙崎 雄一 千住千佳子

曽束 洋平 園田わかな 成 耆徹 大安 剛裕 高橋 範夫 高橋 周子

多久嶋亮彦 多久嶋美紀 田口 久雄 田口 佳広 武川 力 武田 紘司

武本 啓 田路めぐみ 田代 絢亮 多田 英行 多田 宏行 田中 誠児

田中哲一郎 田邉 毅 田邊 雅祥 谷 裕美子 谷口浩一郎 谷田 泰男

田原 真也 玉澤 愉己 田港見布江 千明 信一 千々和 剛 中馬 隆広

鄭 栄鳳 塚原 真吾 辻 晋作 辻 直子 辻 依子 辻本 賢樹

津田 達也 蔦原 知恵 土屋 裕人 土屋 壮登 鶴田 純二 鄭 憲

寺尾 保信 寺師 浩人 土井 悠人 堂後 京子 堂本 隆志 土岐 博之

徳田真紀子 土佐 泰祥 土肥 輝之 富岡 容子 冨田 壮一 鳥谷部荘八

鳥山 和宏 内藤 崇 長尾 美樹 中川 浩志 中澤 学 永島 和貴

中島 透 中田 実樹 中西 新 中原 麻理 中原 実 中道 美保

中村 和人 中村奈美樹 中屋敷典久 中山 貴裕 名取 悠平 鳴海 篤志

南條 昭雄 南部 正樹 新美 陽介 西井 洋一 西川 大嗣 西川 雄希

錦織 なぎ 西林 章光 西林 涼子 西堀 公治 西堀 真依 二ノ宮邦稔

沼尻 敏明 根本 仁 根本 充 野網 淳 野嶋 公博 野田弘二郎

野元 清子 芳賀 康史 萩家 康弘 朴 圭一 長谷川雅弘 長谷川美紗

長谷川守正 長谷川泰子 服部 有美 馬場 香子 濱田えりか 浜田 裕一

林 明照 林 和弘 原 理子 原 裕太 原口 和也 原田 崇史

坂 いづみ 伴 碧 檜垣 仁志 東野 琢也 菱山 潤二 樋野 忠司

日原 正勝 兵田 優美 兵藤伊久夫 廣田龍一郎 深江 英一 福井季代子

福岡 晃平 福本 恵三 藤井 晶子 藤井 佳苗 藤井 奈穂 藤井 広美

藤井美香子 藤井海和子 藤岡 浩賢 藤田 忠義 藤高 淳平 藤林万里子

藤村 大樹 藤本 卓也 藤本 雅史 冨士森英之 舟橋ひとみ 文元 裕道
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古川 洋志 古田 淳 外薗 寿典 星 光聡 堀内 勝己 堀江 和幸

堀切 将 堀口 雅敏 本間 豊大 前川 二郎 前多 一彦 前田 周作

前田 大介 前田 由紀 牧 昌利 牧野陽二郎 増子 貴宣 真柴 久実

升岡 健 増田 鋼治 増田 禎一 益永 陽子 増本 和之 松井 貴浩

松井 瑞子 松井 雪子 松尾 清 松永 吉真 松原真依子 松宮 敏恵

松村奈津子 松本久美子 松本 茂 松本 麻由 的場 恵理 三木 啓稔

右田 尚 三倉 文子 三鍋 俊春 峯 龍太郎 峯岸 季清 峯岸 芳樹

峯田 一秀 三宅 順子 宮﨑 裕子 宮里 裕 宮下 宏紀 宮下 松樹

宮脇 剛司 宮脇 由佳 村住 昌彦 望月 香奈 望月真理子 森 文子

森 大祐 森 廣政 森 雄大 森田 尚樹 守本 圭希 森山 壮

諸富 公昭 矢澤 智博 安岡 智之 柳 英之 柳沢 曜 矢野志津枝

矢野 志春 矢野 基 藪野 雄大 山口 敦子 山口 健一 山口 賢次

山口 悟 山下 建 山下 修二 山下 昌宏 山田 直人 大和 義幸

山中 健生 山本 匠 山本 直人 山本 奈奈 山本 将之 山本 真弓

山本 暢 山本 康弘 山本 裕介 萬木 聡 吉井 満寛 吉岡 伸高

吉川嘉一郎 吉川 勝宇 吉田 明広 吉田 望 吉田 浩子 吉原 正宣

吉村浩太郎 吉本 浩 若林 桂介 若林 奈緒 和田 邦生 和田 尚子

渡邊亜希子 渡邊 理子 渡辺 規光 渡邊 英孝

ｂ）【2021 年�月�日専門医資格取得者】

（�度目の更新対象者）・敬称略

青木 大地 赤嶺 周亮 秋山 豪 浅野 悠 淺野 友理 芦塚 翔子

阿部加代子 阿部なつみ 荒木 淳 安藤 淳史 飯田圭一郎 石井 龍之

石田麻佐絵 石塚 紀行 一之瀬優子 伊藤 太智 伊藤 智之 今井(野村)美佐子

植木 春香 宇賀神叶美 内田 奈央 梅本 千洋 榎本 格 大谷 直矢

大沼 眞廣 大場 純 大峯 啓志 岡根谷哲哉 岡本 貴子 岡本 豊子

岡本 理沙 沖野 尚秀 尾島 洋介 恩田 慶子 景山 大輔 加古 絢子

片山 美里 上塘 彩子 亀水 優子 辛川 領 北畑 伶奈 北村 卓也

衣川 慧 木下 史也 木村武一郎 久場 良吾 熊切 將宜 栗原 里美

黒田 友集 小島 永稔 小島 康孝 五島 幹太 小柳 俊彰 是恒 祥子

近藤 曉 近藤 千紗 西條 広人 齋藤 順平 酒井 玲子 佐々木翔一

佐々木麻弥 佐々木淑恵 佐治詩保子 佐藤 恵 眞田紗代子 佐野 弾

篠﨑 智公 嶋﨑 仁孝 嶋本 涼 清水 愛 清水 崇史 庄司 真美

白井エリオ 白石 一葉 水藤 元武 鈴木翔太郎 鈴木 大介 鈴木はるか

鈴木 雅詞 鈴木 悠史 多賀麻里絵 髙木 美佳 滝本磨理香 田口 成美

武井明日香 竹内 誠也 竹川 政裕 竹下 絵里 立花 知子 田中 啓貴

田中隆太郎 田邉 真樹 玉川 慶一 塚島 順子 辻阪 安声 土屋 彩

常田 沙紀 津本 惇平 寺嶋 咲絵 寺邑 千尋 東條 照太 友近 真世

中嶋 優太 永峰 恵介 中村 英玄 中村 寛子 永本 久貴 中山 大輔

奈良 誠之 セ 也 西尾 卓哉 野田 慧 野村 健志 萩原 昂

板東 真由 平山 貴浩 藤井 麻紀 藤澤 興 藤田 吉彦 藤本 裕樹

藤原 洸平 藤原奈都美 北條 正洋 外薗 優 細山田広人 堀 とも子

松岡 祐貴 松田 翔太 松葉 啓文 三橋 伸行 美馬 俊介 宮本 大

明星 里沙 村上 達郎 森 裕晃 森田 大貴 森脇 裕太 山口 史明

山田真由香 遊佐 優 楊 睿 横山 貴之 吉倉 優子 吉田 絵理
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吉野健太郎 吉村 静香 藍 嵐 李 有姫 力丸 翼 レマーデレー由佳理

渡部 紫秀 渡辺 太朗 和唐 純平

ｃ）2023・2024 年度の資格更新審査において不合格となった者，未承認となった者，更新猶予期間，

活動休止期間が切れた者

�．専門医資格更新申請方法

会員マイページからの申請手続き

会員カードまたはQRコードを利用した受講記録の提出方法について

会員カードまたは QRコードを用いた講習履歴は，会員マイページに反映されます。紙の受講証明書

控えでの提出の場合は，会員マイページの「個別単位記録」から手順に従い受講証明書控えをアップ

ロードしてください。

https://mypage.sasj2.net/site/jsprs/login

会員マイページ＞「専門医」＞専門医更新申請

【要注意】会員マイページからPDFや画像等をアップロードしての登録について

会員マイページからご自身で PDF や画像をアップロードしての登録において，登録された画

像が，上下逆転，あるいは不鮮明であるため，学会名が確認できない


ケースが多く見受けられ

ます。

このような場合，再提出をお願いするなど審査に時間を要する原因となります。

会員マイページではご自身で登録された画像も確認することができますので，審査される書類

であることを改めて認識の上，お手続きください。

（�）必要単位・点数

項目
機構認定専門医更新基準

取得単位

ⅰ）診療実績の証明
100症例
10 単位

ⅱ）専門医共通講習
最小	単位
最大 10 単位

（うち必修講習	単位以上）

ⅲ）形成外科領域講習
最小 15 単位
最大 31単位

ⅳ）学術業績および診療以外の活動業績
最小�単位
最大 15 単位

（学術集会参加実績は�単位まで）

基準合計単位数 50 単位

（�）更新基準および提出書類

①勤務実態の自己申告（必須）

勤務実態を証明する「自己申告書」として入力してください。勤務形態については，直近�年間

の実態を記載してください。申告が実態と一致しているか否かについて勤務実態を検証することが

あります。
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②診療実績の証明（必須）

年間の診療実績の報告として，形成外科診療実績記録を入力してください。また，その間に経

験した症例の中から以下のＡとＢ合わせて 100症例を記載して入力してください。Ａのみあるいは

Ｂのみでも可とします。

Ａ．形成外科領域の手術実績により診療実績を示す場合

形成外科領域において，年間に術者あるいは指導者として執刀した症例を手術症例一覧表へ

入力して登録してください。

Ｂ．症例一覧の提示により診療実績を示す場合

年間に診療した症例について，症例一覧表へ，診療日時，病名，治療法，転帰，診療施設名

を入力して登録してください。

※どのような病名，治療法を入力すればよいか，ご質問をいただくことがありますが，形成外

科領域の症例であることが分かるような内容でご入力くださいとお伝えしております。事務

局にお問合せいただいても，それ以上のご回答ができかねますので，ご容赦ください。

※診療実績の入力には Excel データをダウンロードして，入力したファイルをアップロードするこ

とも可能です。

上記の各項目については，下記の③のⅰ）の更新単位として算定します。ただし，専門医更新（学


会専門医での更新を含む）をすでに


	回以上されている申請者においては診療実績 100症例の入力は


免除されます。


③更新単位 50 単位（必須）

形成外科機構認定専門医資格更新に必要な単位の算定は上記に示したⅰ）〜ⅳ）の�項目の合計

で行い，これを資格更新のための基準とします。

ⅰ）診療実績の証明（10 単位）

②の診療実績の証明で入力されたものをそのまま 10 単位（10症例/単位）として算定しま

す。すなわち 100症例の記録入力を 10 単位と算定します。

ⅱ）専門医共通講習（最小	単位，最大 10 単位：必修講習	単位以上）

形成外科機構認定専門医のみでなく，すべての基本領域における機構認定専門医が共通して

受講する項目です。各領域で正式に認められた講習会（例：各領域の学術集会や地方会におけ

る講習会，地域の医師会が主催する講習会など）が該当します。他の基本領域で正式に認めら

れた専門医共通講習も単位として算定することが可能です（例：皮膚科学会認定の専門医共通

講習など）。�回の講習は�時間以上とし，�時間の講習受講をもって�単位と算定します。

E-learningについても，受講を証明できるならば単位として認めることができます。日本形成

外科学会では日本専門医機構のホームページにある共通講習の受講を推奨します。

なお，オンデマンド配信，E-learningなどWebでの専門医共通の受講にあたっては必ず

E-testingがありますので，忘れず受講をお願いします。

また，講習会講師を担当した場合は担当した講習について�単位を付与します。主催者側よ

り発行される講師証明書を会員マイページへアップロードの上，ご登録ください。※講師証明

書と通常の受講分を重複して単位取得することはできません。受講分は単位決済なさらないよ

うにするなど，ご自身でご調整ください。

紙媒体の受講証明書については，会員マイページからアップロードしてください。

ａ．日本形成外科学会で正式に認められた共通講習：日本形成外科学会で発行されたもの

ｂ．医師会が主催する共通講習：主催医師会名の明記されているもの

原則として，都道府県医師会が主催する講習会は日本医師会で審査・認定し，地域医師会
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などが開催する講習会の取り扱いは，日本医師会が発出する実施要綱に従ってください。

ｃ．その他団体が主催する共通講習：主催団体名，講習名の明記されているもの（2018年

�月より下記講習が承認）

・日本医療機能評価機構（地域フォーラム，全体フォーラム）：医療安全講習

・臨床試験医師養成協議会：医療倫理講習

注：営利団体が主催・共催・後援するセミナー等は原則として認められません。

ｄ．他の基本領域で認定されている共通講習等：単位認定した基本領域名の明記されている

もの

ｅ．専門研修施設群（学会の認定研修施設および教育関連施設を含む）が開催する共通講習

※ｂ〜ｅの提出に際しては日本専門医機構の承認がされているか必ず確認してください。単

位として認められる共通講習の証明書には機構承認の明記がされている必要があります。

不明な場合は講習主催者にご確認ください。

※近年，受講証明書は発行せず，各学会のマイページの画面を受講証明とする学会がござい

ます。その場合は必ずご自身の受講証明画面であることが分かるように，お名前等が掲載

されたページをアップロードの上，ご登録ください。学会事務局で判断できかねる場合

は，対象の学会へ確認する可能性がございます（受講証明書が出るものは必ず受講証明書

をご登録ください）。

これらの単位については，必須取得単位や項目別の最大単位をよく確認してください。

以下に専門医共通講習に該当するものを示します。

・医療安全（必修項目：年間に�単位以上）

・感染対策（必修項目：年間に�単位以上）

・医療倫理（必修項目：年間に�単位以上）※臨床倫理，研究倫理，生命倫理を含む

・医療制度と法律

・地域医療

・医療福祉制度

・医療経済（保険医療に関するものを含む）

・両立支援（治療と仕事）

・臨床研究/臨床試験

・災害医療

ⅲ）形成外科領域講習（最小 15 単位，最大 31単位）

日本形成外科学会が定める講習会等で取得する単位です。専門医が最新の知識や技能を身に

つけるために必要な講習等への参加を目的としています。これらの講習会は日本形成外科学会

総会・学術集会，基礎学術集会，各地区の形成外科学会学術集会，形成外科のサブスペシャル

ティ学会等において開催され，受講者は受講証明書（提出用）を受講時に提出し，受講証明書

（受講者控え）を保存しておく必要があります。紙媒体の受講証明書については，会員マイ

ページからアップロードしてください。

専門医共通講習と同様，�回の講習は�時間以上とし，�時間の講習受講をもって�単位と

算定します。

また講習会講師を担当した場合は担当した講習について�単位を付与します。主催者側より

発行される講師証明書を会員マイページへアップロードの上，ご登録ください。※講師証明書

と通常の受講分を重複して単位取得することはできません。受講分は単位決済なさらないよう

にするなど，ご自身でご調整ください。
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営利団体が主催するセミナー等は原則としてこれに含めないことにしますが，共催のセミ

ナーについては，開催に先立って日本形成外科学会専門医生涯教育委員会で審議し，機構に

よって承認されたものについては算定できるものとします。

2017年度より，学会が受講として適切であると認定した場合は，ワークショップやシンポ

ジウムなどの聴講も単位に含めることができます。この場合の認定単位は�時間以上�時間未

満には�単位，�時間以上のものには�単位を付与します。

＊E-learningについても，受講を証明できるならば単位として認めることができます。

ⅳ）学術業績および診療以外の活動実績（最小�単位，最大 15 単位）

算定可能な単位については，資格更新のための学術業績基準一覧表で確認してください。

（Ａ）学術集会出席

※学術集会（地方会を含む）への参加実績は最大 6単位まで
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

の算定です。


日本形成外科学会総会・学術集会，基礎学術集会 	単位

各地区の形成外科学会学術集会，

形成外科のサブスペシャルティ学会，国際学会等として認定された学会 �単位

その他形成外科学会に認定された学会および研究会 �単位

【2024 年度以降開催分より】

日本形成外科学会総会・学術集会，基礎学術集会の学会出席単位は【2024年度以降開催

分より】会員マイページに自動で付与されることとなりました。単位の反映には，学術集


会終了後，�〜	ヵ月程度掛かります。


参加後すぐの付与ではございませんので，予めご

了承ください。

※ 2023年度以前に開催された日本形成外科学会総会・学術集会，基礎学術集会の学会出

席は自動付与されませんので，ご自身によるご登録が必要です。ご注意ください。

日本形成外科学会総会・学術集会，基礎学術集会以外


の学会出席について

引き続き参加証明書を会員マイページにご自身で登録しなければ，単位になりません。


そ

れぞれの参加証明書をアップロードしてください。

参加証明書には所属名・名前を記載してください。また会期・集会名が分かる部分を残し

てください。領収書の部分のみでは参加証明書として認められません。

オンデマンド開催された学術集会の参加証明書は必ず学術集会終了後，ダウンロード等保

管するようお願いします。参加証明書を発行してほしいといった学会事務局への問い合わ

せが増えていますが，学会事務局で参加証明書の再発行は行えません。オンデマンドで参

加された方は早めに各学術集会運営事務局から参加証明書を入手することをお勧めしま

す。また，入手された参加証明書は紛失に備え，ご自身の会員マイページ上にアップロー

ドするようにしてください。

（Ｂ）学術集会発表，司会・座長

単位一覧表に記載された学会等における筆頭演者および第一共同演者としての学術発表，

司会・座長についても�単位が付与されます。学会抄録集の表紙（�枚目）および該当

ページ（�枚目以降）を�つにまとめてアップロードしてください。ご自身の名前や所


属，演題名の記載部分には必ずマーカーで印をつけてください。


※該当のページ以外（関係のない発表ページが含まれたまま等）を含んだまま，アップ

ロードする方が見受けられます。適切な証拠書類をご登録いただくようご協力お願いし

ます。
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（Ｃ）論文

形成外科領域に関する査読を受けた学術論文について，筆頭著者は�単位，共著者は�単

位が付与されます。対象となる学術誌は定期刊行され，日本形成外科学会の認定を受けて

いるものに限ります。論文の写しまたは別刷をアップロードしてください。ご自身の名前


や所属の記載部分には必ずマーカーで印をつけてください。


※該当のページ以外（関係のない論文ページをそのまま等）を含んだまま，アップロード

する方が見受けられます。適切な証拠書類をご登録いただくようご協力お願いします。

認定された学会における筆頭演者および第一共同演者としての

学術発表・司会・座長 �単位

形成外科領域に関する査読を受けた学術論文 筆頭著者 �単位

共著者 �単位

このほかに，下記の（Ｄ）〜（Ｉ）においても単位が付与されますので，ご確認ください。

（Ｄ）日形会ビデオライブラリーへの動画投稿の場合，以下の条件を満たせば�単位を付与し

ます。

（1）投稿・掲載年度より年以内（＝単位取得対象期間）

（2）個人のみならず学会を通して投稿された動画も可とするが，学会のプロモーション

ビデオは不可とする。

（3）分以上の動画であること

スクリーンショット等で日形会ビデオライブラリーの該当ページを，動画タイトル・


投

稿者名・公開日


が分かるように，会員マイページへアップロードしてください。

（Ｅ）日本形成外科学会の認定を受けている学術雑誌の査読を行った場合には�論文につき�

単位を付与します。査読の依頼状と査読結果を添えてアップロードしてください。

（Ｆ）専門医試験問題作成，試験委員・監督など専門医試験に関する業務に携わった場合，�

年度につき�単位を付与します。委員としての委嘱状をアップロードしてください。

（Ｇ）地域・学校等で市民啓発目的の講演を行った場合，約 60分で�単位（上限回数制限な

し）算定します。

（Ｈ）校医を�年以上務めた場合，�単位（年間で上限�単位）算定します。

（Ｉ）学会推薦による日本医療安全調査機構の医療事故調査制度における外部委員として活動

を行った場合，�年度につき下記単位を付与します。日本医療安全調査機構より認定証

が発行されますので，それを証明書とします。証明書をアップロードしてください。

・委員長として報告書作成 	単位

・委員として調査委員会へ参加 �単位

・報告書査読等，調査へ協力 �単位

これらの単位については，すべての項目において最低単位はクリアしたうえで，総単位数算

定の際は最大単位数内で加算を行い，総単位数が 50 となるようにしてください。

＊認可されない可能性のある業績が含まれる場合もあるため，保険として数点分余計に登録い


ただいても構いません。


�．特別な理由（国内外への研究留学，海外での勤務，病気療養，妊娠，出産，育児，介護，災害被災，事

故，管理職，公的機関への出向，地域枠等の従事要件など）のために専門医の更新ができない場合の対応

※注意※

これまでの「留保」制度が，日本専門医機構の制度下では廃止となり，下記の「活動休止」「更新猶予」

に変わることとなります。
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�）更新時期になって同理由から所定の期間に更新基準を満たすことができないと分かった場合

学会専門医の「更新猶予」を申請してください。

更新猶予申請書（開始，終了期日，理由を記載）を提出し，学会と機構で審査承認された場合，

�年間更新を猶予することができます。通常の専門医更新時期と同時期に申請書を提出してくださ

い。猶予期間中も機構認定専門医資格を維持することができます。この場合通常年のところを�

年目で更新できることになります。次回の更新は�年後で，次々回更新からが年ごとの更新とな

ります。

＊猶予期間が�年以上となることが予想される場合は休止申請にて対応してください。

なお，公的機関での医師免許を元に専門的な業務に従事し，一時的に診療に従事できない場合は，

在籍証明を提出することで更新猶予申請が可能です。公的機関の一例は下記のとおりです。

・国立研究機関，独立行政法人

医薬品医療機器総合機構（PMDA）

日本医療研究開発機構（AMED）

国立感染症研究所等

・行政機関

・国連，国際機関等

・教育機関（医療，福祉，保健，教育），福祉療育施設

�）専門医としての活動や自己学習が完全にできない期間があり，更新が困難になると予想できる場合

⇒事前に同理由から専門医としての活動ができないと分かっている場合

専門医の「活動休止」を申請してください。

活動休止前に，活動休止申請書（開始，終了期日，理由を記載）と理由書を提出し，学会と機構

の審査と承認を経て専門医活動の休止が認められます。休止期間中は機構認定専門医資格を休止と

いう形で保有できますが，機構認定専門医と称することはできません。休止期間中の診療実績や講

習会受講は更新の単位として認められません。休止を希望する場合は，初回の申請で最長�年まで

の休止が認められますが，その後は�年単位で申請を延長することも可能です。途中月単位での切

り上げは当面認めないので計画的な申請をお願いします。

休止期間明けの資格更新においては，休止期間を除く前後年で更新基準を満たす必要がありま

す。休止明けの更新後は年ごとに次の更新をすることになります。
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�．上記 3．以外の理由により規定更新単位数を満たせなかった場合

年間で必要な単位を獲得し得ない方は専門医資格を停止しますが，続く�年で所定の単位を獲得す

れば更新が可能です。なお，停止期間中は更新の資格は保有しますが，専門医資格は停止となりま


す

（専門医と標榜できない）。


その場合の提出方法は下記のとおりです。

2021年専門医取得者で 2025 年更新予定だった場合

2021年 2022 年 2023年 2024年 2025 年
11 月申請書類
到着

↓ 書類提出期間までに書類を提出→ 未提出 → 2026年�月�日より専門医資格停止

2026年申請時の単位数のカウント

2021年

無効

2022 年 2023年 2024年 2025 年 2026年
11 月申請書類
到着

直近の年間の生涯教育基準単位を提出する必要があるので，2021年分の点数は無効になります。

�．更新忘れに対する対応

更新を忘れ，資格喪失後�年以内にそのことに気づいた場合は理由書を添えて資格喪失事由発生時か

ら起算して�年間の更新猶予申請を行うことができることとします。原則的に更新猶予の事後申請は受

け付けられませんが，専門医生涯教育委員会で十分な調査と審議を経て，正当な理由があると判断され

たもののみ審査対象とします。

資格喪失後�年を経たものは資格を放棄したものとみなします。ただし，専門医生涯教育委員会での

個別の調査と審議を経たうえで，機構で承認された場合に限り年後に更新基準を満たすことにより資

格を回復できる場合があります。

�．連続して�回以上の更新を経た専門医への対応

連続して	回以上の更新を経た専門医は診療実績の証明を更新要件から免除


されることになっており

ます。すなわち，本年度においては，新基準単位数は診療実績 10 単位が免除されて，必要単位数は 40

単位となります。ただし，形成外科診療実績記録（様式�）の提出は必須となります。

�．現地開催での専門医更新要件に関わる講習（領域講習・共通講習）における同一時間帯での重複受講に

関する取扱いについて

現地開催の学術集会での，同日同時間帯に重複する講習での完全受講による単位取得は認められませ
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ん。講習単位の決済の際に以下の点にご注意ください。重複受講歴が確認された会員においては学会期

間中の全ての講習受講歴が無効となりますので，ご注意ください。

ただし，ハイブリッド開催などで，同日同時間帯に設定されていた講習を（1）現地とオンデマンド，

（2）オンデマンドのみで受講した場合はこれに当てはまりません（あくまで同日同時間帯で聴くことが

できないはずの講習が重複していた場合，不正受講登録になるという通告です）。

くれぐれも不正な受講登録は行わないよう，正しい運用をお願いいたします。

	．身体不自由な方の更新単位について

身体不自由な方の更新単位につきましては，単位取得できない更新要件を他の単位で補うなどが可能

です。専門医生涯教育委員会で十分な調査と審議を経て，正当な理由があると判断されたもののみ対象

としますので個別にご連絡ください。


．申請手続き方法

ａ．学会事務局より該当者へは 11月中旬ごろ手引きを送付いたしますが，お手元に届かない場合，下


記の請求期間内に書面にて請求をしてください。


なお，請求書面には『専門医資格更新手引請求』と朱書きしてください。

≪請求期間≫ 2025年 12月 1日〜12月 15日

ｂ．更新審査料 30,000円（登録料 10,000円を含む）申請期間になりましたら，会員マイページから会

員カードで決済手続きを行ってください。

ｃ．書類申請期間

2025年 12月 1日（月）〜2026年 1月 15日（木）

会員マイページより，申請手続きを行ってください。


現在は編集・追加は可能ですが，申請はでき

ません。詳細は 11月に更新申請者宛てに送付する手引きでご案内します。

ｄ．問合せ先

〒169-0072 東京都新宿区大久保 2-4-12 新宿ラムダックスビル�階

一般社団法人日本形成外科学会 専門医生涯教育委員会 宛

10．専門医更新審査の時期と結果通知について

2026年�月初旬に実施の予定です。審査結果は，機構認定専門医においては，専門医生涯教育委員

会での審査報告をもって専門医機構が資格を認定，登録後，認定証を交付します。

注記

なお，下記の場合は専門医生涯教育委員会で審査し，日本専門医機構承認のうえ資格を剥奪することがあ

ります。

�）資格の停止

・学会における会員資格が停止されたとき（停止の期間：会員資格停止期間）

�）資格の喪失

・領域学会における会員資格を喪失したとき

	）資格の取消

・機構専門医の申請または専門医資格更新の申請に，虚偽または，重大な誤りがあったとき。

機構専門医資格の停止，喪失，または取消となった者は機構の専門医登録簿から削除されます。また，機

構専門医資格の停止，喪失，または取消となった者は機構専門医認定証をすみやかに返還する必要がありま

す。
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